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ハンドボールにおけるディスタンスシュートのシュート分析
～国際レベルと学生レベルを比較して～
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Shoot analysis of distance shot in handball
‑Comparison of the international level and student level‑
Yoshida Hiroshi Morimoto Yoshikata
Abstract
The purpose of this study is to obtain the necessary knowledge to improve players suc‑
cess rate of the distance shoot. With respect to distance shoot play, I compared the inter‑
national level and the student level. At that time, it was used as a recording sheet that you
create your own. The results were processed using a statistical method namely (‑test of
the diﬀerence between the specimen ratio). The following four points were revealed.
1. International level is to use a step, because they shoot by shifting the timing, it is con‑
ceivable shoot success rate is high.
2. International level, while widely the movable range using the dribble, pulled the defense,
has been oriented that you the shoot.
3. International level, as one of the shoot variation, since it is wearing a running shot tech‑
nique, it is considered that occurrence rate is high.
4. International level is oriented to strike the shoot by using various shoot timing.
Key words: Position of the shift，Shoot timing
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Ⅰ．緒言
ハンドボール日本代表女子は、2008年の
北京オリンピックのアジア予選 3位、 2012
年のロンドンオリンピックアジア予選 2
位、世界最終予選グループリーグ 4位に終
わりいずれも出場権を逃している。水上ほ
か（1997）は、日本代表女子が国際大会で勝
利できない理由として、得点力の欠如を挙
げている。また、日本代表女子の得点力の欠
如に関する課題として和田（2013）は、遅攻
におけるシュート成功率の向上、ミドルお
よびロングシュートにおける技術力の高い
プレーヤーの育成を挙げている。したがっ
て、日本代表女子が国際大会で勝利を収め
るためには遅攻におけるシュート成功率を
高めることによって得点力を上げることが
重要だといえる。また、岡本・吉田（2005）
が 2005年女子世界選手権大会において日
本代表女子は遅攻でのシュート数の約
50％を占めるミドルとロングのエリアにつ
いてシュート成功率が非常に低いことを報
告していることから、ミドル・ロングシュ
ートの成功率を高めることが喫緊の課題だ
といえる。他にもミドルシュートおよびロ
ングシュートに関する先行研究として、山
田ほか（2010）は、日本代表女子とヨーロッ
パ諸国代表のミドルシュートの成功率につ
いて比較し、日本代表女子はヨーロッパ諸
国代表に比べて、ミドルシュートの成功率
が低いことを報告している。また、シュート
動作に着目した研究として、山田ほか
（2005）は、ヨーロッパの女子トップレベル
と日本の女子トップレベルのプレーヤーの
ディスタンスシュートの動作を比較し、ヨ
ーロッパの女子トップレベルのプレーヤー
は多彩なシュート動作のパターンを持って
いると報告している。これらの研究は、国際
レベルと日本代表女子を比較対象にしてお
り、本研究のように国際大会レベルと学生
レベルを比較した研究は少ない。
日本代表女子選手の経歴を調査すると、
大半の選手が大学で競技に取り組んでいた
ことから、大学女子選手のディスタンスシ
ュートの特徴とその課題について国際レベ
ルと比較し、明らかにすることは、日本代表
女子選手の課題である得点力の欠如、遅攻
におけるシュート成功率の低さの改善につ
ながるのではないかと考えた。
そこで本研究では、国際レベルと大学生
女子レベル（以下学生レベル）のディスタン
スシュートの個人技術・戦術の比較分析を
行い、ディスタンスシュートの成功率の向
上に必要な知見を得ることを目的とした。
Ⅱ．研究方法
１．ディスタンスシュートプレー
本研究では、試合中のディスタンスシュ
ートについて分析を行った。本研究におけ
るディスタンスシュートは ,遅攻局面にお
いて、オフェンス（シューター）がシュート
を打つ際に、シューターとゴールの間にデ
ィフェンスが介在している場面とした。
２．分析対象
本研究の分析対象試合は、2012年ロンド
ンオリンピック準決勝以降の 4試合と平成
26年度女子全日本学生ハンドボール選手
権大会（以下インカレ）準々決勝以降の 4試
合とした。これらの試合からディスタンス
シュートプレーを抽出し分析を行った。標
本にしたプレー数は、ロンドンオリンピッ
ク 173本、インカレ 184本であった。
３．分析項目
山田ほか（2010）を参考にし、シュートプ
レーのプロセスを作成し、図 1に示した。本
研究ではシュートプレーを「ボール保持の
瞬間」、「ボール保持中」、「ボールリリースの
瞬間」、「シュート」の 4局面に分けて捉え
た。
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⑴ 「ボール保持の瞬間」に関する分析項目
①ずれの位置　      
ディフェンスとの位置関係について、
正面、利き腕側、非利き腕側の 3つに分け
て記録した。 
⑵ 「ボール保持中」に関する分析項目
①歩数
ボールを保持してから、ボールリリー
スの瞬間までの歩数を競技規則にならっ
て、0歩、1歩、2歩、3歩の 4つに分けて
記録した。
②ドリブルの有無
ボールを保持してから、ボールリリー
スの瞬間までのドリブルの有無を記録し
た。
⑶ 「ボールリリースの瞬間」に関する分析
項目
①ずれの位置
ディフェンスとの位置関係について、
ボール保持瞬間と同様に、正面、利き腕
側、非利き腕側の 3つに分けて記録した。 
②シュートブロックの有無
シュートに対するディフェンスのシュ
ートブロックの有無について記録した。
③ディフェンスとの接触
オフェンス（シューター）に対するディフ
ェンスの接触の有無について記録した。
⑷ 「シュート」に関する分析項目
①シュート種類
ステップシュート、ランニングシュー
ト、ジャンプシュートの 3つに分けて記
録した。
②シュートタイミング
ジャンプシュートは最高到達点、クイ
ックシュート、落ち際のシュートの 3つ
のタイミングに分け、ステップシュー
ト・ランニングシュートは、バックスイ
ング、コンパクトスイングの 2つのタイ
ミングに分けて記録した。本研究では、ジ
ャンプシュートの 3つのタイミングにつ
いて、以下のように定めた。最高到達点
は、最も高い位置に達した際に打つシュ
ートとした。クイックシュートは、最高到
達点に達する前に打つシュートとした。
落ち際のシュートは、最高到達点に達し
てから、着地するまでに打つシュートと
した。
４．分析方法 
分析対象試合を視聴し、ディスタンスシ
ュートプレーを抽出した。抽出したディス
タンスシュートプレー場面に関して、ボー
ルを保持する瞬間からシュートの成否まで
の映像を、独自に作成した記録用紙の項目
について沿って記録し、分析を行った。
５．統計処理
国際レベルと学生レベルの各項目におけ
る生起率とシュート成功率を比較するた
め、標本比率の差の検定を行った。なお、有
意水準を 5%とした。
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図1　シュートプレーのプロセス
Ⅲ．結果
１．ボール保持の瞬間
表1　ボール保持瞬間におけるシュートプレー
⑴ ずれの位置
正面、利き腕側、非利き腕側の生起率にお
いて、国際レベルと学生レベルに有意差は
認められなかった。正面、利き腕側のシュー
ト成功率において、国際レベルが学生レベ
ルに比べて有意に高かった。
２．ボール保持中
表2　ボール保持中におけるシュートプレー
⑵ 歩数　
0歩、1歩、2歩、3歩の生起率に有意な差
は認められなかった。1歩のシュート成功
率において、国際レベルが学生レベルに比
べて有意に高かった。
⑶ ドリブルの有無
ドリブルありの生起率において、国際レ
ベルが学生レベルに比べて有意に高かっ
た。
３．ボールリリースの瞬間
表3　ボールリリース瞬間におけるシュートプレー
⑷ ずれの位置　
正面、利き腕側、非利き腕側の生起率にお
いて、国際レベルと学生レベルに有意差は
認められなかった。正面、非利き腕側のシュ
ート成功率において、国際レベルが学生レ
ベルに比べて有意に高かった。
⑸ シュートブロック　
シュートブロックなしの場面の生起率
は、国際レベルが学生レベルに比べて有意
に高かった。シュート成功率は、シュートブ
ロックの有無に関わらず、国際レベルが学
生レベルに比べて有意に高かった。
⑹ 防御者との接触　
接触ありの場面における生起率におい
て、国際レベルが学生レベルに比べて有意
に高かった。接触なしの場面における生起
率は、国際レベルが学生レベルに比べて有
意に低かった。接触なしの場面におけるシ
ュート成功率は、国際レベルが学生レベル
に比べて有意に高かった。
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４．シュート
表4　シュートにおけるシュートプレー
⑺ シュート種類　
ランニングシュートの生起率において、
国際レベルが学生レベルに比べて有意に高
かった。 
⑻ シュートタイミング　
最高到達点の生起率において、国際レベ
ルが学生レベルに比べて有意に低かった。 
Ⅳ．考察
１．ボール保持瞬間の局面について
⑴ ずれの位置
生起率において、国際レベルと学生レベ
ルに有意差は認められなかった。一方、正
面、利き腕側のシュート成功率は、国際レベ
ルが学生レベルに比べて有意に高かった。
一般的にディフェンスの正面でボールを受
け取ることは、オフェンスにとって、不利な
ポジショニングだと考えられる。このこと
から、国際レベルは、オフェンスにとって、
不利なポジショニングとされているディフ
ェンスの正面でボールを保持した際にも、
状況に対応する個人戦術・技術を有してい
ると考えられる。具体的な個人戦術・技術
として、国際レベルは、ディフェンスにシュ
ートコースを制限されながらも、サイドハ
ンドやアンダーハンドで打つシュートクニ
ックを活用しているため、シュート成功率
が高いのではないかと考えられる。 
２．ボール保持中の局面について
⑵ 歩数
各項目の生起率において、国際レベルと
学生レベルの間に有意差は認められなかっ
た。一方、1歩のシュート成功率は、国際レ
ベルが学生レベルに比べて有意に高かっ
た。1歩のシュートは、ボール保持からシュ
ートを打つまでの時間を短くし、ディフェ
ンスがシュートのタイミングを予測するこ
とを困難にしている。山田（2011）は、ヨー
ロッパのチームは少ない歩数でシュートを
打つようにトレーニングの指示がされてい
た。このことから、国際レベルはあらゆる歩
数でシュートを打つことを設定してトレー
ニングを行っているため、状況に応じて歩
数を変えることが出来ていると考えられ
る。すなわち、国際レベルは 1歩を使い、タ
イミングをずらしてシュートを打っている
ため、シュート成功率が高いことが考えら
れる。
⑶ ドリブルの有無
ドリブルありの生起率において、国際レ
ベルが学生レベルに比べて有意に高かっ
た。ドリブルを用いると、ボールを保持した
状態での移動可能範囲が広くなる。そのた
め、ディフェンスをかわすためには有効だ
と考えられる。一方で、ドリブルを用いない
場合、移動可能範囲は狭くなるが、その場合
は、比較的ディフェンスから離れてプレー
していることが多いため、ディフェンスが
プレッシャーをかけてくる前にシュートを
打つことが出来ると考えられる。本研究の
結果から全ては明らかにできないが、国際
レベルは、ドリブルを用いて移動可能範囲
を広くしながら、ディフェンスをかわし、シ
ュートを打つことを志向していると考えら
れる。
３．ボールリリースの瞬間
⑷ ずれの位置
非利き腕側の生起率において、国際レベ
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ルと学生レベルに有意差は認められなかっ
たが、シュート成功率においては、国際レベ
ルが学生レベルに比べて有意に高かった。
非利き腕側のずれの位置でシュートを決め
るためには、非利き腕側に体を傾斜させて
打つ技術が必要だと考えられる。山田
（2013）は、国際レベルが実践しているシュ
ートプレーについて、上半身の使い方を非
利き腕側に傾斜するなどのシュート局面に
おける工夫によって、より効果的なシュー
トになっていると報告している。これらの
ことから、国際レベルは非利き腕側のずれ
の位置でシュートを打つ時、非利き腕側に
傾斜させてシュートを打つことを志向し、
その技術を有しているため、シュート成功
率が高いと考えられる。
⑸ シュートブロック
シュートブロックなしの生起率は、国際
レベルが学生レベルに比べて有意に高かっ
た。シュート成功率においては、シュートブ
ロックの有無に関わらず、国際レベルが学
生レベルに比べて有意に高かった。一般的
に、シュートブロックはシュートコースを
制限する、あるいはシュートそのものを阻
止するための行為であるため、シューター
の立場からすると、シュートの妨げとなる。
そのため、シューターは可能な限りシュー
トブロックの回避を志向すると考えられ
る。山田（2011）は、ヨーロッパチームにお
けるシュート動作のトレーニングにおい
て、まずシュートブロックをする防御者の
位置を制限した中で、シュート動作を行わ
せ、次に防御者の制限を取り除いてシュー
ト動作を行わせるといった、戦術的思考に
対する負荷を増やしていく段階的なトレー
ニングを行っていると報告している。さら
に山田（2011）は、日本のトレーニングにお
いて、シュートブロックする防御者を立た
せるような実践に近い状況設定は非常に少
ないと報告している。これらのことから、国
際レベルはシュートブロックの有無を認
知・判断した上でシュートを打ち、シュー
トバリエーションを持っているため、シュ
ートブロックなしの生起率、シュート成功
率ともに高いのではないかと考えられる。 
⑹ ディフェンスとの接触
接触ありの生起率において、国際レベル
が学生レベルに比べて有意に高かった。接
触の有無は、オフェンスの意思によっての
み決定されるものではなく、常にディフェ
ンスとの対応関係の中で決められるもので
あるため、国際レベルのオフェンスが接触
されない位置でシュートを志向しても、同
じく国際レベルのディフェンスが防御活動
を行うため、その状況でオフェンスが接触
されずにシュートを打つことは容易ではな
い。これらのことから、接触ありの生起率に
おいて、国際レベルが学生レベルに比べて
有意に高いのは、シューターが自らディフ
ェンスに接近して接触している場合ではな
く、ディフェンスの防御活動の結果として、
接触している場合も含まれていると考えら
れる。
４．シュート
⑺ シュート種類
ランニングシュートの生起率において、
国際レベルが学生レベルに比べて有意に高
かった。一般的にランニングシュートとは、
ステップシュートのように踏み込んで投げ
るのではなく、走りながらシュートを打つ
ことが多い。ランニングシュートの利点と
して、ジャンプシュートやステップシュー
トと比べて、ディフェンスに近い位置でボ
ールをリリースすることが可能であるた
め、ディフェンスが対応する前にシュート
を打てる点が挙げられる。山田（2011）は、
ヨーロッパのトレーニングについて、ディ
フェンスが反応する前にシュートする場合
やディフェンスが反応する場合を想定した
トレーニングが行われていたことを報告し
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ている。これらのことから、国際レベルは学
生レベルに比べ、シュートバリエーション
の一つとして、ランニングシュートの技術
を身につけているため、生起率が高くなっ
ていると考えられる。
⑻ シュートタイミング
最高到達点のシュート生起率において、
国際レベルが学生レベルに比べて有意に低
かったが、シュート成功率は国際レベルが
学生レベルに比べて有意に高かった。最高
到達点のシュートとは、ジャンプ後に、最も
高い位置でシュートを打つことであり、試
合においても多く用いられるシュートであ
る。一方で、大西（2010）はデンマークの選
手は、多彩なシュート技術を持ってゲーム
で対処していると報告している。また、山田
（2004）はヨーロッパのプレーヤーは、豊富
なシュートテクニックのバリエーションを
持っていると報告している。これらのこと
から、国際レベルは最高到達点だけではな
く、他のタイミングも用いているため、学生
レベルに比べて相対的に最高到達点のシュ
ート生起率が低かったのではないかと考え
られる。
Ⅴ．結論
本研究では、国際トップレベルと大学生
女子レベルのディスタンスシュートの個人
技術・戦術の比較分析を行い、ディスタン
スシュートの成功率の向上に必要な知見を
得ることを目的とした。分析の結果、以下の
結論が得られた。
１．国際レベルは 1歩を使い、タイミング
をずらしてシュートを打っているた
め、シュート成功率が高いことが考え
られる。
２．国際レベルは、ドリブルを用いて移動
可能範囲を広くしながら、ディフェン
スをかわし、シュートを打つことを志
向している。
３．国際レベルは学生レベルに比べ、シュ
ートバリエーションの一つとして、ラ
ンニングシュートの技術を身につけて
いるため、生起率が高くなっていると
考えられる。
４．国際レベルは最高到達点だけでなく、
他のタイミングを用いてシュートを打
っているため、学生レベルに比べて、相
対的に最高到達点のシュート生起率が
低かったと考えられる。
Ⅵ．現場への提言
本研究の結果から、学生レベルは国際レ
ベルに比べて、ほとんどの項目におけるシ
ュート成功率が低いことが分かった。原因
として、学生レベルは、シュートブロックの
有無を認知せずにシュートを打っている場
面が多かった。また、状況に応じて歩数を変
えてシュートを打つことが出来ていないこ
と、そして、サイドハンドやアンダーハンド
で打つ技術が乏しいといったことが考えら
れた。これらのことから、学生レベルは、デ
ィフェンスの状況を認知し、その状況に適
した判断を行い、シュートを打つこと、ま
た、豊富なシュートバリエーションを身に
付けることが課題だと考えられる。
この課題を改善かつ、指導の現場で容易
に取り入れられる方法として、シュート練
習の際に、ランダムに動くディフェンスを
配置することが挙げられる。国内で一般的
に見られるシュート練習は、ディフェンス
を配置せずに行われることが多いため、シ
ューターが外的環境に左右されることなく
シュートを打つことができる。一方で,ディ
フェンスを配置し、ランダムで動く設定を
すると、ずれ、間合い、ゴールからの距離な
どが時々刻々と変化するため、シューター
は状況に応じたシュートを選択せざるを得
なくなる。結果的にその反復が外的環境に
ハンドボールにおけるディスタンスシュートのシュート分析
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対応する能力、いわゆるオープンスキルの
獲得を促し、試合におけるシュート成功率
向上に繋がると考えられる。
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